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　　　　　　　食品にお け る配色 の 男子年齢別嗜好
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By　al［accounts
，　the　dominant　color 　for　6　yeurs　old 　boys　would 　be　red ，　whereas

this　for　men 　 of 　40−60　years　 old 　 would 　be　 wh 呈te．
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　 実際 の 調 理 に 際 し て ，最後の 仕上げとな る盛 りつ けに

よ りそ の 料理 の 出来ばえが 左右され，食欲を 刺激す る大

切な要素とな る 。 盛 りつ け の 際 に 考慮され る こ との 第
一

に 色 ど り （配色）が挙げられ る 。 Birrent） が 赤 ・橙 ・黄

色 な どは．消化を含む 人 間 の 自律的 な神経組 織 と し て 知

られ て い る もの を刺激す る 傾 向が あ り，空腹感に 拍車 を

か け る と い っ て い る よ うに ，配色 に よ っ て もまた，食欲
へ の 刺飾 興 な る と考え られ るか らである ． 鰍 を 刺激

す る色 に つ い て は 先の

’
Birren をは じめ ．い くつ か の 報

告
2）

・
3）・4） が あ り，著者 らも着色あめ 玉 に よ る 調査 を 報

告
5’ した ・ また ．飾 の 配色の 嗜好 に つ い て は，知 こ著

者 らは 女子年齢別 の 調査 を 行 い ，女子 の 年齢別 の 食品の

好 ま しい 配色 パ タ ーン 例を作製し報告 した
6）。 単色 の 嗜

好 に つ い て の 調査 で は 年齢差，性差が認 め られ て い るの

で ．配色 に つ い て も性差 が 認め られ る と考え る 。 そ こ で

今 回．男子年齢別 の 嗜好調査を した の で 報告 す る 。 そ の

結果 よ り，男子年齢別 の 食 贔 の 好 ま しい 配色 パ タ ーン 例

を作製 した。

＊ 福岡教 育大学　　＊＊
香蘭女子 短期大学
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調査方法

　 1． 試料

　食品 の 色を生か して 作 っ た 7 色の 寒天 ゼ リーを 3cm
xlcmXlcm に 切 り試料と し た 。 使用 した 主食品名お よ

び そ れ ぞれ の 寒天 ゼ リーに 相当す る マ ン セ ル 値は第 1表
の 通 りで ある。 試料の 寒天ゼ リーは い ずれ も可 能 な限 り

各色 の マ ン セ ル 値の 色 相 ・明度 ・彩度を 同
一

と した。

　2． 調査対象および 調査時期

　対象は 男子 で 福岡 市内の 幼稚園児 （6 歳）49名，大学

生 （20歳） 54名・市内 4 箇所 の 公民館等の 集齣 で の 男

性 （40〜60歳） 51名で あ る。

調査時期は，幼稚園児 ・大 学生は 1983年 2 月23日〜28
’

日・成人 男 性 は 1984年 2 月21日〜24日で ，調査 した部屋
の 照度 は ほ ぼ 10001x 程度 で あ っ た 。

　3． 調査方法

直径 10・m の 白い 皿 に赤 ・橙 ・黄 ・緑 ・茶 ・黒 伯 の
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第 1表　食品名お よび寒天の 色の マ ン セ ル 値

寒天 の 色 赤 橙 1 黄 緑 茶 黒 白

食 　品 　名

マ ン セ ル 値

い 　 ち　 ご

5R 　4／14

み 　 か 　 ん

5YR 　7／14
卵　　 黄

5Y 　9／4
抹　　 茶

5GY 　5／6

コ 　 コ 　 ア

7．5R 　3／4

コ 　ー　ヒ　ー

N 　1／

牛

N 　9／

乳

7 色 の 寒天を，赤 と他 の 色 との 組合せ 6 組 を 赤の グ ル ー

プ，燈 と他 の 色 と の 組合 せ 6 組を橙 の グ ル ープ と い うよ

うに それぞ れ の 色に 他 の 色 1 色 ず つ を 組 合 せ て 7 グ ル
ー

プ，42組作製 した 。 そ の 各 グ ル ープ か ら最 も食べ た い も

の を選 ば せ ，それぞれ の 選択理由を項 目の 中か ら選ば せ

た。さ ら に 単色 の 寒天ゼ リ
ー

に つ い て ，それぞれ の 連想

食品 を 自由に記入 させ た。な お 幼稚園児 に 対 して は 聞ぎ

と り調査と した。調査結果を グル ープ別色 の 組合せ ，色

の 組合せ ，色別組合 せ の 3 項 目に つ い て 集計 し，％検

定 ・xZ検定を行 っ た
8）。 また，選択理 由 に つ い て は 色 別

に 集計を 行い ，同 じ く％検定を 行 っ た。

調査結果

　1． 組合せ の 年齢別嗜好傾向一
色ゲループ別一

　第 1図に 色 グ ル ープ 別 の 年齢別組合せ の 嗜好結果を 示

した。赤 の グ ル ープ は，橙 との 組 合せ を 各 年齢 と も共 通

し て 最 も多 く好 ん で い る （6歳 28．6％，20歳 37．0％，40

〜60歳 29．4％）。次い で 6歳は 緑20．4％，黒工8．4％，20

歳 は 黄 と 白 を 各 々 20．4％，40〜60歳は 白25 ．5％，緑 17．6

％で あ る 。 Z2 テ ス トの 結果 6 歳 と20歳 の 間 に は 嗜好傾向

に 有意差が 認 め られ た （xz＝12．7949，　 p＜0，05）。

　橙の グル ープ は，6歳と40〜60歳は赤との 組合せ を最

も多 く好 ん で お り （30．7％ ，27．5％），他 との 組合せ は

平均 して 好ん で い る 。
20歳 は 黄35．2％ と 白31．5％と の 組

合せ を 多 く好み ，他と の 組合せ を好む 者は少な い
。 赤の

グ ル ープ同 様，Z2テ ス トの 結果 6 歳 と20歳 との 間 に 嗜好

傾向に 有意差が認 め られた （X2＝・17．7257，　 p＜0．01）。

　黄の グル ープは，6 歳は赤と の 組合せ 28．6％を，20歳

と40〜60歳は 橙 との 組合せ を最も多 く好ん で い る （35．2

％ ，
33．3％）。 40〜60歳は 赤と の 組合せ も多く好 ん で い

るが3L3 ％，20歳は 赤と の 組合せ は有意差は な い が他 の

年齢 に 比較して少な く11．1％，茶 との 組合せ が 多 く20．4

％，これ は 40〜60歳 の 2．0％と の 間に 有意差が 認め られ

た （P〈O．OO1）。　 X2 テ ス トの 結果は ，20歳が 6 歳お よ び

40〜60歳 との 間に 嗜好傾向に 有意差 が 認め られ た （X2
＝15．6805．　p〈0．01 ；Z2；14．4083，　p＜O．01）o

　緑 の グ ル ープは ，6 歳は 黒 と赤と の 組合せ を 多く好ん

で い る （24．5％，
22．4％） が ， 他 の 各色 も平均 して好 ん

で い る。20歳 は 茶と の 組合せ 27．8％を 最も好 み ，他 の 年

齢 に 比較 して 多 く．特 に 40〜60歳 5．9％ の 職 こは 有意差

第 2図　色 の 組合わ せ の 嗜好　
一

男子年齢別一
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第 て図
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グ ル ープ別 色の 組合せ の 嗜好

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一男子 年齢別一

（308）

oo

黝

−

（

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe

食品 に お け る配 色の 男子年齢別嗜好

が 認め られ た （p〈0．001）。 また 20歳は他の色 グル ープ

に 比較し て磴 との 組合せ 7．4 ％が少な い 。40〜60歳 は 黄

との 組合 せ 27．5％が 最 も好まれ，茶と の 組合せ 5．9％が

少な く， 他の 年齢に 比較 して も少な い 。 xZテ ス トの 結果、

6 歳 と20歳お よ び 20歳 と40〜60歳 との 間に 嗜好傾向に 有

意差が認 め られ た （X2＝11．6276
，
　 p〈0．05 ；X2・＝11．9234 ，

P＜O．05）。

　茶 の グル ープは ，6 歳は 緑の グル
ープ同様，黒 と赤と

の 組合せ を 多 く好 ん で い る （28．6％，22．5％）。20 歳は

白 と緑 と の 組合せ （3L5 ％，25．9％） を多 く好 み，赤 と

の 組合せ が少な くL8 ％ ，
6歳 の 22．5％と の 間 に 有意差

が認め られ た （p＜0．01）。40〜60歳は，緑お よび 橙 と

の 組 合 せ （27．5％，25．5％ ） を 好 み，赤 との 組 合 せ 7、8

％が 少ない
。 が テ ス ］

・
の 結果 6 歳 と20歳との 聞に は 嗜好

傾向に有意差 が 認め られ （X2＝20．3671．　 p 〈O．　Ol），特

に 赤 と の 組 合 せ の 選択 で 顕著 で あ る 。

　黒 の グル ープは ．6 歳 は 茶との 組合せ が最 も多く好ま

れた が 26．5％，40〜60歳で は最も好 まれず 4．0％で あ り

有意 差 が 認 め られ た （P〈0．O／）。
20 歳は 白と の 組合せ

が最も多 く27．8％で ， 赤 7．4％は 6 歳 の 22．5％．40〜60

歳の12．0％ に比 して少な い 傾向に ある 。
40〜60歳 は 緑 と

の 組合せ が 28．0％ で 最も多 く，次 い で 白 22 ．O％，黄の

20．OAOで ，黄 と の 組合せ は 他 の 年齢 に 比 して多 く好まれ

る傾向が み られ た。嗜好傾向は 6 歳 と40〜60歳 との 間 に

　　　　　　　　　　　　　　　 第 2表 組合せ の 嗜好 （色別）

有意差が認 め られ た （X2＝16．6016
，
　 pくO．　Ol）。

　白 の グ ル ープは ，6 歳は 赤30．6％，20歳は 橙 31．5％．

40〜60歳 は緑との 組合 せ 33，3％ を 最も好み ，各年齢と も

に赤 ・燈 ・黄 の グル ープ と類似して ． 赤 ・橙 ・黄との組

合せ を 好む 傾向に あ る。ズ テ ス トの 結果 ， 6歳と40歳と

の 間 に 嗜好傾向に 有意差 が 認め られ た （X2＝ ・13．3489．

p＜0．02）◇

　 2． 組合 せ の 年齢別嗜好傾向一組会せ 別一

　 2 色 の 組合せ を 延べ 21組 と し ， 年齢別の嗜好を ， 全体

で 多 く好まれ た順 に 並 べ て第2 図 に 示 した e

　 6歳 は 、赤澄 の 組合 せ を 最 も多 く好み 8．5％，これ は

他 の 年齢もほ ぼ同程度 に 好 ん で い る 。 次い で 茶黒 の 組合

せ で 7．9 ％，こ れ は 他 の 年齢 に 比 較 す る と多 く，特 に 40

〜60歳との 間に は 有意差 が 認め られ た （pく0．001）。　 ま

た 赤 自 。赤緑 。赤黒 の 組合せ （6．1％，6，1％，5，8％）

も多 く好 ま れ，赤 と の 組 合せ を 多 く好む 傾 向 に あ る。好

まれ な い 組合せ は 黄茶 ・黄緑 ・茶緑 ・黄黒等の 組合せ で

ある （2．　3％．2．　6％，2．　9％，2．9％）。

　 20歳 は ，橙 黄の 組合 せ 10．1％ を好むもの が 最 も多 く．

橙 白 ・赤橙 ・茶緑等の 組合せ （9．0 ％，7．9 ％，7．7 ％）

が 上 位 を 占め る。中で も磴黄 ・橙白の 組合せ は ，他 の 年

齢に 比較 して 多 く，特 に 橙黄は 6 歳 の 4．4 ％ との 間に 有

意差が認め られ た （P＜0．001）。 好 まれない の は 赤茶 ・

黄黒 ・橙緑等の 組合せ （1．0％，1．6傷，1．9％） で 他 の 年

　　
一

男子年齢別
一

“ ＝

・ ・iiitiiiliiiillI
　　　　　　　　　 区分
　 組み 合わせ 方

赤を 組み 入れた もの

橙を 組み 入 れ た もの

黄を 組み 入れ た もの

緑を組み 入れた もの

茶を 組み 入れ た もの

黒を 組み 入れた もの

白を組み入れた もの

6　 歳 　男　児

順位　　人数（名） ％

1275634 1261077791881039418．4
工5．611
．213
．3

工2．815
．013

，7

20 歳 　男　子

順位　　人数（名） ％

623457

ユ

93131113104997813812．317
．314
．913
．813
．110

．3
工8．3

40〜60歳　男　性

順位　　人数（名） ％

4152763 108126104120697211315．217
，714
．616
．99
．610
．115
．9

　　 6歳男児　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20歳男子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40− 60歳男性
2 色の 組合せ の嗜好傾 向 より， 多 く好 まれ る組合せ を選び出し， それ を配列し て ，年齢別 の 嗜好 パ タ ーン を 作製 した。

第3図　食品に お け る好ま しい 配色 パ タ ーン 例　一男子年齢別一
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齢に 比較 して も少なく，特 に 赤茶 の 組 合 せ は 6歳 の 5．0

％ と の 間 に 有意差が 認 め られた （p＜0．OOI）。

　 40〜60歳は ．緑白 の 組合 せ 8．4％ を最も多 く好 み ，他

の 年齢 に 比較 して 有意差は な い が 多い 。赤橙 ・橙黄 ・赤

黄 ・赤白 ・磴白 ・黄緑 の 組合せ （8．1％，7．6％，6．7％，

6，4％．6．4％，6．2％）も多 く好ん で い る。好 まれ な い

の は 黄茶 ・赤茶 ・茶黒 ・赤 黒 の 組合 せ （1．7％，2．O％，
2．5％，2．5％） で あ る。

　 赤橙 の 組合せ は各年齢と もに 平均 して 多 く好 まれ て お

り．赤白 ・緑黒などもか な り平均 して 好 まれ て い るが 他

の 組合せ の 嗜好 に は 年齢差が み られる。

　 3． 組合せ の 年齢別嗜好傾向
一

色別一

　赤を 組 入 れた もの ，磴 を組 入 れた もの とい う よ うに，
それぞれ の 色を組入れ た もの の 総計を 年齢別に 比較 した

結果が第2 表で あ る 。

　 6歳 は 赤を 組入 れ た もの 18．4 ％ ，橙を 組入 れた もの

15．6％．黒を組入れた もの 15．0％の 順 で 選 ん で お り，黄

を績入れ た もの が 11．2％で 最 も少 なか っ た 。

　
20 歳 は 白 を組 入 れ た もの 18．3 ％，橙を 組 入 れ た もの

17．　3％．黄を組入れた もの 14．9％ の 順 で 選 ん で お り，黒

を組入れた もの が 10．3％ で 最 も少なか っ た
。

　40〜60歳は 橙を組 入 れ た もの 17．7％，緑を 組入 れた も

の 16．9％ ， 白を組入れ た もの 15．9％の 順 で 選ん で お り．
茶を 組 入 れ た もの が 9，6 ％ で 最も少な か っ た 。

　以上 の よ うに 6歳 は 赤 ・橙，20歳は 白 ・橙，40〜60歳
は橙 ・緑を組 入 れた もの が 多 く，少ない の は 6 歳は 黄 ・

茶．20歳 は 黒 ・赤 ・茶，40〜60蜘 裏茶 ・黒 を組 入 れ た も

の で ，年齢 に よ り組入 れ方の 好み に 差がみ られ た。

　 4．　食品 に おけ る好まれ る配色パタ
ー

ン

　 第 2 図の 色 の 組合せ の 嗜好傾向 よ り．多く好 まれ る 組

合せ を選び出し，それを配列 して ．年齢別 の 配色 の 好 ま

しい パ タ
ーン を作製 し 第 3 図 に示 した 。

　　6 歳は 赤を中心に 他 の 色が 配列 し，20歳は 白を 中心 に

赤 を 除い た 色 が 配列 し，40〜60歳 も白を中心 と し，黄 が

は み 出 した配色 パ タ
ーン が で きた。い ずれ の 年齢も，赤

橙黄白が か た ま っ た 配列が共通 し て い る 。

　 5．　色の 組合せ の 選択理由

　それぞれ の 色を組入 れ た も の に つ い て の 選択理由を第

3 表 に 示 した 。 赤 ・橙 ・黄 ・白 を組入れた もの に つ い て

は ，各年齢と もに 色彩で 選ぶ もの が 多 く，茶を 組 入 れ た

もの に つ い て は 各年齢共通 し て 味 覚で 選 ぶ もの が多い
。

緑 ・黒 に つ い て は ，6 歳は 色彩で，20歳お よび 40〜60歳

は味覚で選ぶ もの が多 く．特に 6 歳 と20歳 との 間 に は 有

意差が認め られた （P〈0．。01）． なお ，6 歳に は 選択理

由を は っ き り答え られ ない 者 が 多か っ た。

　 6． 連想食品

　第4 表 に み られ る よ うに ．各色 か ら連想す る食品 に は

各年齢 と もか な り類似 した 傾向が ある 。 特 に 橙 は み か ん

・オ レ ン ジ の 連想を多 くして お り，そ の 順位も比率も近

似 し て い る 。 しか し黒 は ，
40〜60歳 が 他 の 年齢 に 見られ

ない 黒砂糖や黒豆をか な り連想して お り （各 17，3 ％），

他 の 年齢と の 経験 や 嗜好の 相違を感 じる。 ま た 6歳は 各

色 と もに 連想す る食品を答え られない 者が多 く， 特に緑
・茶 ・黒に顕著 で あ り，40〜60歳 も赤 や緑や 茶 などで は

　　　 第 3表　組合わせ の 選択理 由
一男子年齢別 もっ とも食べ た い もの に つ い て

一

譲
赤を 組み 入
れ た もの

橙を組み 入
れ た もの

萸を 組み 入
れ た もの

緑を組み入
れ た もの

茶 を組 み入

れ た もの

黒を組み 入

れた もの

白を組み 入
れ た もの

　合 　計

色鋤 （
色が きれい

色が 好 き 〉

・歳 ・。歳
4°

纛 合計

　 68　　　　　56 　　　　　67　　　　191
（54，0）　（60．2）　（62，0）　　（58．2）
　 50　　　　　8〔＞　　　　　81　　　　211
（46．7）　（61．ユ）　（64．3）　（58．1）
　 37　　　　　59　　　　　56　　　　152
（48．O）　　（52．2）　　（53，8）　　（51．7）
　 40　　　　　25　　　　　54　　　　119
（43．9）　　（24．O）　　（45，0）　　（37．8）
　 31　　　　　20　　　　　31　　　　　82
（35．2）　（20．2）　（44．9）　（32．0）
　 48　　　　　22　　　　　32　　　　ユ02
（46．6）　　（28、2）　　（44．4）　　（40．3）
　 40　　　　　72　　　　　61　　　　173
（42．6）　　（52．1）　　（54．0）　　（50，ユ）
　314　　　　334　　　382　　1，030
（45．8）　（44．2）　　（53，7）　（47，8）

味鯉 由 （
味が 好 ぎ
お い しそ う）

・歳 ・。歳
4°

魔 合計

　 44　　　 32
（34．9）　（34．4）
　 37　　　 46
（34．6）　（35．1）
　 25　　　 45
（32．5）　（39．8）
　 31　　　 74
（34．1）　　（71．2）
　 32　　　 75
（36，4）　　（75．8）
　 30　　　 54
（29，1）　（69．2）
　 35　　　 58
（37，2）　　（42．0）
　 234　　　384
（34．1）　　（5〔｝，8）

　 34　　　1ユ0
（3ユ．5）　（33．5）
　 41　　　 ユ24
（32．5）　（34．2）
　 43　　　 ユ13
（41．4）　（38．4）
　 56　　　161
⊂46．7）　　（51．1）
　 33　　　ユ40
（47．8）　　（54．7）
　 34　　　エユ8
（47．2）　（46．6）
　 43　　 136
（38．1）　　（39．4）
　284　　 902
（39．9）　　（4ユ．9）

そ の他 ・無答

・歳 ・G歳
4°

纛 合計

　 ユ4　　　　5　　　　8　　　 27
（11．工）　（5．4）　（7．4）　（8．2）
　 20　　　　5　　　　3　　　 28
（18．7）　（　3．8）　（　2．4）　（　7．7）
　 15　　　　9　　　　5　　　 29
（19、5）　（8．0）　（4，8）　（9．9）
　 20　　　　5　　　 10　　　 35
（22．0）　（4．8）　（8，3）　（11、1）
　 25　　　　4　　　　5　　　 34
（28．4）　　（　4．O）　　（　7．2）　　（ユ3．3）
　 25　　　　2　　　　6　　　 33
（24．3）　　（　2，6）　　（　8．3）　　（13、0）
　 19　　　　8　　　　9　　　 36
（20．2）　（　5．8）　（　8．0）　（10，4）
　工38　　　　　38　　　　　46　　　　222
（20．1）　（5，0）　（6．5）　（10．3）

（ ）の 中は ％上段は 人数

総 合計

　 328
（100．0）
　 363
（100．0）
　 294
（100．0）
　 315
（100．0）
　 256

（1QO．0）
　 253

（100．O）
　 345
（100．O）
2，154
（100．0）
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　 食品に おけ る配色の男子年齢別嗜好

第 4表　色別連想食品　
一

男子年齢 別一 （ ）の 中は％

訳 赤 橙 黄 緑 茶 黒 白

6歳

1 い 　 ち　 ご

　 （42．9）
2 り　 ん　 ご

　 （22．4）

1 み　か　ん
　 （5ユ．o）
2 オ レ γ ジ

　 （20．4）

1 バ ナ ナ ・パ イ

ナ ッ プル

　 　 （36，7）
2 卵 ・卵製品
　 　 （20．4）

1 よ　う か ん

　 　 （18，4）
2 メ　 　 ロ　 　 ソ

　 　 （14．3）
3 茶

1 チ ョ
コ レ ート

　 　 （22．4）
2 よ　う か ん

　 　 （12，2）
．

1 よ　う か ん

　 　 （10．2）
1 牛 　 　 　 乳
　 　 （16．3）
2 豆 　　　 腐
　 　 （12、2）

（1G2 ）

20歳

1 寒 　 　 　天

　 （63．3）
2 い 　ち　ご

　 （27．8）

1 み 　 か 　 ん

　 （55．6）
2 オ レ ソ ジ

　 （27．8）

1 卵 ・卵 製品
　 　 （79．6）

1 茶
　 　 （59．3）
2 よ　う か ん

　 　 （27．8）

1 よ　う か ん

　 　 （48．1）
2 チ ョ

コ レ ート

　 　 （24．1）

1 ロ　 ー　 ヒ　 ー
　 　 （18．5）
2 よ　う か ん

　 　 （14．8）

1 豆 　 　 　 腐

　 　 （27．8）
2 牛　　　 乳
　 　 （24．1）

3 り　 ん　 ご

　 （9．3）
3 よ う か ん

　 （14．8）
3 あ ず き 豆
　 　 （14、8）

3 ヨ ーグ ル ト

　 　 （14．8）
1 い 　 ち　 ご 1 み 　 か 　 ん 1 卵

・卵 製品 1 茶 1 よ　う か ん 1 よ　ん か ん 1 牛　　　 乳

40〜
60歳

　 （23．1）
2 り　 ん　 ご

　 （11，5）

　 （53．8）
2 オ レ ソ ジ

　 （17．3）

　 　 （44．2）
2 バ ナ ナ ・バ イ　 　 ロ

ナ ッ
フ ル

　 　 （11．5）

　 　 （46．2）
2 よ　う か ん

　 　 （25，0）
3 緑 色 野 菜

　 　 （34．6）
2 チ ョ

コ レ ート

　 　 （15．4）

　 　 （21．2）
2 黒 　 砂 　 糖
　 　 （17．3）
3 黒 　 　 　 豆

　 　 （23．1）
2 豆 　　　 腐
　 　 （21，2）
3 卵 白 ・淡 雪

（11．5）
L

（17．3） （11．5）

食品を 思 い 浮か ば な い もの が12〜15％程度みられ，20歳

との 間 に 相違がみ られ る。

考察および結論

　男子 の 6歳，20歳，40〜60歳 に 対 して ，食品の 色 で製

作した赤 。 橙 ・ 黄 ・ 緑 ・茶 ・黒 ・白の 7 色 の 寒天ゼ リ
ー

な 2色ずつ 組合せ て 7 グル ープ．42組に つ い て，組合 せ

の 色彩嗜好 調査を行 っ た 。 そ の 結果，色 の 組合 せ の 嗜好

傾向は ，前 回 報告
6） の 女子ほ ど に 顕 著で は な い が，年齢

に よ る差が認め られ た。 6歳は赤や 黒を組入 れ た 組合せ

特に赤橙 の 組合せ ，次い で 黒茶の 組合せ を多 く好 ん だ 。

赤橙 の 組 合 せ は，他 の 年齢 も同 様 に 多 く好 ん で い るが ，

黒茶 ・赤茶 の 組合せ に は他 の 年齢 との 間に 有意差が認め

られ る もの もあ り，赤黒 ・赤緑の 組合せ も多 く好 ん で お

り，赤と と もに 黒 を 組入 れ た 組合せ を多 く好 ん で い る 。

その 結果 6歳 は ，赤 が 中心 で 黒と茶が隣接して他 の 色が

と りま い て い る配色パ タ
ーン が作製され た 。 女子 の 6 歳

の 配色 パ タ
ーン 6）

で は 同 じ く赤 が 中心 で あ る が ，黒 が は

み だ して い る点が異な っ て い る 。

　20歳は 白 ・橙 ・黄を組入 れ た 組合せ ， 中で も橙黄を最

も好み ，6歳と の間に は有意差がみ られ る 。 次い で鐙白

を好 み ，赤橙 ・ 茶緑 も好む傾向にあるが ，黒 と赤を組入

れ た もの は好まれ な い 傾向 に あ り， 6 歳 との 間に 嗜好 の

相違がみ られ る 。 赤橙 は各年齢と もに平均して好まれ，

男子の 場合 の 特徴 に な っ て い るが，20歳は他の 赤を組 入

れ た もの は 好まれ ない 傾向に あり， 白を組入れた組合せ

が最 も好 まれ，白を中心 に赤が はみ 出 し，他 の 色が白を

と りま い て い る配色パ タ ーン 例を作製した 。 女子の 20歳

の 配 色 パ タ ーン で は，同 じ く白が 中心 で あるが ， 黒が は

み だ し て い る点が異な っ て い る 。

　40〜60歳は橙 ・緑 ・白を組入れた もの ，特に 緑白が最

も好 ま れ，赤橙 ・ 橙黄も好 まれ る傾向に ある。配色 パ タ

ー
ン は 白を中心 に 他の 色 が配列 し黄色 が は み 出して お り

女子の 場合は緑が中心 で他の 色が ま わ りに 配列 し，赤が

は み 出して い る。 他の年齢は男女 とも配列 の パ タ ーソ は

異な っ て も中心 の 色は 同 じで あ っ た の と異な っ た 傾向で

あ る 。 また ，緑を組入れた もの が 好 ま れ る の が 他 の 年齢

と異な る とこ ろ で あ るが，選択理由は 味の 理由と色 の 理

由に 差がな い 。 連想食品は 茶 ・よ うか ん と答え て い る者

が 71％もあり， よ うか ん も茶入 りの よ うか ん で あ る と推

察 されるの で ，茶 の 味の 嗜好が か か わ っ て い る の で は な

い だ ろ うか。こ の 傾向は 女子 も同様で ，男女共通 し て 緑

の 嗜好 に年齢差が み られ る 。 ま た 白との 各色 の 組合せ が

多 く好まれ，こ の 傾向は各年齢 に み られ ，女子 も同 じ傾

向 に あ っ た。橙 と の 組合せ も多 く好ん で お り，橙黄 の 組

合 せ は 20歳に 次い で好まれて い る 。

　橙との 組合せ は各年齢とも上位 で 好まれ て お り，女子

の 6歳 と20歳 も同様 で 6），単色 の 場合に も最 も好 まれ た

色 で あ っ た
7）

。 そ して 選択理由は い ずれも色 に よ る もの

が 多 く，連想食品は み か ん と オ レ ン ジが い ずれも70％以

上を占め て お り，色が 好ぎ ・色が きれ い と い う色 の 理由

とともに ．みか ん ・オ レ ン ジ の 嗜好もか な り影響 してい

る もの と思われ る。い ずれに して も白 ・ 橙 は，食品 の 配

色 に は 欠か せ な い 色 である と思わ れ る。

　また配色 パ タ
ーソ 例 で は，各年齢と もに赤 ・橙 ・黄 ・

白 の 4色 が ，配列ぱ 異な るが 何 らか の か た ちで 連結 して

お り，こ れは 女子の 各年齢 に も共通す るとこ ろ で あ る 。

また 他 の 3 色 （緑 ・茶 ・黒）が，こ の 明 るい 4色 を引き

立 て て い る よ うに も見え る。赤 ・橙 ・黄 の 3 色 は BlrrenD

が食欲を刺激す る 色で あ る と報告し て い る色 で あ り， 白

に つ い て は 川染
4）

が12〜20歳男女 に
一

般的に最も好まれ

る色で ある と報告 し て い る 。 著者 らの 食 品 の 単色 の 調査
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に お い て は 白 よ り も他 の 色が 好 まれる傾向に あっ た が、
配 色 の 場 合 は どの 色 に 対 して も平均 して よ く好 ま れ る 色

で あ る。こ の 橙 ・白 ・赤 ・黄の 4色 の 連結 した 配色が食

欲を刺激す る と推察す る の は早計で あろ うか 。 しか し食

品 の 配色は ．好まれ る色 の み を集め て も効果は うす く，

好 ま れ る 組合せ と．それを引き立 て る色 と共に 配色する

こ とが 食欲増進 に つ な が る の で は ない だ ろ うか 。 また 主

材料 とつ け合わ せ ，主材料 と ソース な どの よ うに 色数 が

少ない 場合の 配色 ぽ．好 まれる色 の 組合せ を用 い る の が

無難 であろ う。

要　　約

　男子 6歳，20歳，40〜60歳を対象 に ，食品の 色 で 作 っ

た寒天ゼ リー7 色 の 2 色 ずつ の 組 合 せ の 嗜好傾向，選択

理由を調査 し，年齢別 の 比較検討を行 っ た e

　1）　 6歳は 赤 ・橙 ・黒 を 組入 れ た組合せ ，特 に 赤橙 ・

黒茶 の 組合せ を多 く好み ，20歳は 白 ・磴 ・黄を 組 入 れ た

組合せ ，特 に 燈黄 ・橙白を好 み，40〜60歳は橙 ・緑 ・白

を組入れた 組合せ ，特に 緑 白を好 み 年齢差 が み られ た 。

赤橙 は 各年齢 と もに 平均 し て よく好まれ た 。

　2） 多 く好まれ た 組合 せ を総合的たま とめ る と，6 歳

は 赤，20歳 と40〜6D歳は 白が中心 とな っ た配色パ タ ーン

が作製で き，そ の 共通点は い ずれ も赤 ・橙 ・黄 ・白が何

らか の か た ち で 連結 して い る こ とで あ る。

　3）　選択理由は， 6歳 は 色彩 で選 ぶ 者が 多く．20歳 と

40〜60歳 は赤 ・橙 ・黄 ・白を組入れた もの に つ い て は ，

色彩で 選ぶ 者 が 多か っ た 。

　4） 各色 の 連想食品 は，各年齢 ともほ と ん ど共通 した

連想を多くして い る 。 しか し 6 歳と40〜60歳に は ．食品

の イ メ ージ が浮か ば ない 者が 多か っ た 。
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